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表紙　防災への誓い新たに
　１月20日、日田市消防団の出初式が行われま
した。操法点検では、日田方面団三芳分団と上
津江方面団第２分団が俊敏な動作で標的を倒
し、日頃の訓練の成果を披露しました。

夢
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希
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夢と希望に満ちた門出

夢
と
希
望
に
満
ち
た
門
出

平
成
25
年
日
田
市
成
人
式

　
日
田
市
の
新
成
人
を
祝
福
す
る
式
典

が
１
月
13
日
に
パ
ト
リ
ア
日
田
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
平
成
４
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
７
６
３
人
が

対
象
で
、
そ
の
う
ち
６
９
９
人
が
華
や
か

な
晴
れ
着
姿
で
会
場
に
集
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
原
田
啓
介
市
長
が
「
皆

さ
ん
の
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
た
く
ま
し

い
行
動
力
、
豊
か
な
想
像
力
で
こ
れ
か

ら
の
時
代
の
若
き
担
い
手
と
し
て
成
長

さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
」
と
新
成
人

を
激
励
し
た
後
、
日
田
市
の
自
慢
で
き

る
と
こ
ろ
と
し
て
「
水
」
「
歴
史
・
文

化
」
「
廣
瀬
淡
窓
と
咸
宜
園
」
を
挙
げ
、

「
日
田
を
愛
し
、
誇
り
に
思
っ
て
ほ
し

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
代
表
者
に
よ
る
新
成
人
意

見
発
表
や
市
民
憲
章
朗
読
が
行
わ
れ
、

将
来
へ
の
希
望
に
満
ち
た
式
典
と
な
り

ま
し
た
。

　今年度、日田に関する最も大きなニュ
ースとして多くの人が「九州北部豪雨」
を挙げるのではないでしょうか。テレビ
で流れるニュースやフェイスブックなど
からの情報で被害を知り、自分の無力さ
にもどかしさを感じましたが、夏に帰省
したときに通学路だった橋の復旧が順調
に進められているのを見て、自然の脅威
に立ち向かい、乗り越えていく日田の力
を感じました。
　日田を離れた今だからこそ分かる日田
の良さというものは数えきれないほどあ
ります。それは水や空気がおいしいこ
と、自然が豊かであること、温泉が多い
こと、歴史ある町並みが多いこと、そし
て大きな力を持っていることです。これ
らを後世に継承していくことが私たち新
成人の使命であり、日田への恩返しにつ
ながると思います。日田に生まれたこと
を誇りに思い、感謝の気持ちを忘れずに
歩みを進めていきましょう。
　私自身が大切にしたいことは「笑顔」
です。自分だけでなく周りの人の笑顔も
大切にし、笑顔の力で最高の職場、最高の
家族を作り上げていきたいと思います。
　最後になりましたが、今日、私たちが
ここに集まり成人の日を迎えることがで
きたのは、両親、家族、先生方、地域の
方々、仲間たちのおかげです。
　皆さん、ありがとうございました。

杉森 蓮さん（隈２丁目）

※文章は本人の了解の下、要約しています。

新成人意見発表

二十歳の誓い

　私は高校卒業後、大学に進学するため
日田を離れました。今は仲間に囲まれ充
実した大学生活を送っているところで
す。そんな私が昨年７月にインターネッ
トで目にしたものは、故郷である日田市
の大水害でした。
　私は「災害の危機から人々を救えるよ
うな土木エンジニアになりたい」という
目標を胸に抱き、現在大学で土木工学に
ついて学んでいますが、故郷の大水害を
目にし、災害を防ぐ術を学んだつもりに
なっていた自分の未熟さを思い知らされ
ました。また、自分を見つめ直す一つの
きっかけになりました。
　現在の日本は様々な問題を抱え、激動
の時代に直面しています。私たち新成人
はこの社会の中で人生の一歩を踏み出
し、それぞれの分野で日本をしっかりと
支えていける人間に成長していかなけれ
ばなりません。それが故郷への恩返しに
なると思います。
　豊かな自然と温かい家族、地域の
人々、恩師の方々、「天領」の文化を積
み上げてきた歴史。この素晴らしい日田
市で育ったことを誇りに思い、そのこと
を胸を張って言える立派な大人になれる
よう日々努力することを成人の誓いとし
ます。
　最後になりましたが、家族、恩師、地
域の皆様の支えでこの式を迎えることが
できました。皆さんと故郷の日田に感謝
します。ありがとうございました。

一井健太朗さん（田島町）

新成人意見発表

二十歳の誓い

※新成人には、５００円分の図書カ
ードが成人証として渡された。
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【問合せ】企画課政策企画係☎㉒８２２７

国際交流推進員と作ろう
韓国料理教室

イベン
ト

①韓国お正月料理

▼とき
　２月21日㈭
②４種類のチヂミ

▼とき
　２月28日㈭
※時間はいずれも午後６時
30分～８時30分。（予定）

▼ところ　
　中央公民館料理教室

▼参加料
　各５００円

▼募集数
　各16人（先着順）
※電話で申込みが必要。

▼申込期間　
　２月12日㈫～18日㈪
※エプロンは各自で持参してください。

▼職種　
　一般事務、学校連絡員、看護師、レセプト点検事
務、介護認定調査員、保健師、栄養士、調理員、
学校図書司書、保育士、学校給食配送員

▼採用数　一般事務、学校連絡員は各30人程度、そ
の他は若干名

※一般事務、学校連絡員以外の職種は、資格や経験が必
要です。詳細は、市ホームページをご覧になるかお問
い合わせください。

▼雇用期間
　平成25年４月から平成26年３月までの１年間

▼申込方法　
　履歴書を総務課職員係に提出
　（受付は平日の午後１時から５時まで）
※書類提出時に面接を行います。（事前の連絡は不要）
※資格を必要とする職種を希望する人は、資格証の写し
も提出してください。

▼申込期限　２月15日㈮

 注文していない健康食品を送り付けられ、業者か
ら購入を迫られるトラブルが発生しています。
　消費者が注文も承諾もしていない場合、契約は
成立していないので代金の支払義務はなく、受け
取る必要もありません。
　高齢者が狙われる傾向にあるので、身近な人の
気配りが大切です。
　消費生活に関する相談はお問い合わせください。

　歯周病を予防し、自分の
体を見直してみませんか。
歯のセルフケアの方法を学
びたい人は、是非、ご参加
ください。

▼とき
　２月22日㈮
　午後１時30分～３時30分

▼ところ　
　ウェルピア２階多目的ホール

▼演題・講師
　「歯周病と生活習慣病について」
　・済生会日田病院歯科口腔外科
　　　医師　木原俊之氏
　・歯科衛生士　梶原寛江氏

▼募集数　
　40人（先着順）
※参加無料。電話で申込みが必要。

▼申込期限　２月15日㈮

【問合せ】総務課職員係☎㉒８３９２

市役所臨時職員を募集募　集

【問合せ】市民活動推進課                 
          　　消費生活・男女共同参画推進係☎㉒９３９３

健康食品の送り付け商法に注意

【問合せ】健康保険課健康支援係☎㉔３０００

「歯周病と生活習慣病」講演会イベン
ト

▼とき　
　３月10日㈰
　午後１時開場
第１部（午後１時30分～）
　日田市における認知症支援
事業の取り組みについて
・認知症啓発劇団「あやめ」
の舞台劇
・認知症を楽しく予防する
　「すずめの学校」の紹介
・行方不明時に役立つ捜索の仕組み
・家族・介護者相談会の紹介
第２部（午後３時～）
　講演会
　演題　「脳を鍛えイキイキと生きる」
　講師　東北大学
　　　　教授　川島隆太氏

▼ところ　パトリア日田大ホール
※入場無料。電話で申込みが必要。

【問合せ】長寿福祉課長寿福祉係☎㉒８２９９

認知症を考える日
～今日からできる認知症予防～

　三隈川に飛来した渡り鳥を観察します。

▼とき・ところ
　２月17日㈰
　午前８時～正午
　（午前８時までに亀山公園駐車場に集合）
※参加無料。電話で申込みが必要。
※電子申請有り。
※防寒具や筆記用具は各自で準備し
てください。また、双眼鏡を持っ
ている人は持参してください。

【問合せ】博物館☎㉒５３９４

三隈川でバードウォッチングイベン
ト

お知ら
せ

市政情報ピックアップ

▼とき
　２月16日㈯
・トークライブステージ・
　座談会（午前10時～）
　演題　
　「まちづくりは人づくり」
　講師　
　アートサポートふくおか
　代表　古賀弥生氏

・アトラクションステージ（正午～）
　音楽、ダンス、ファッションショー、子供限定
コスプレ体験コーナー、地域物産品の販売など

▼ところ　パトリア日田ギャラリー
※入場無料。事前申込み不要。

【問合せ】市民活動推進課活動支援係☎㉒７５１５
日田プレイス☎０９０‐８８３３‐２３１９（西岡）

まちづくり文化祭
～つながれば大きな力～

イベン
ト

　生後５か月から９か月までの乳児の保護者を対象
に離乳食教室を開催します。

▼とき　　２月26日㈫　午前10時～

▼ところ　中央公民館料理教室

▼募集数　15組（先着順）
※参加無料。電話で申込みが必要。
※電子申請有り。

▼申込期限　２月20日㈬

【問合せ】健康保険課健康支援係☎㉔３０００

離乳食教室イベン
ト

※写真はイメージです。

イベン
ト

※電子申請有り・・・市ホームページの電子申請のページからも申込みができます。
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くらしの情報Information ２.１ 次回の広報ひた２月15日号は、２月15日㈮に発送します。

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
物
件
下
見
会

■
と
き

　
２
月
15
日
㈮
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ

　
市
役
所
１
階
１
０
１
会
議
室

■
公
売
予
定
物
件

　
ピ
ア
ノ
、
つ
ぼ
な
ど

■
公
売
へ
の
申
込
方
法

　
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
み

　http://koubai.auctions.yahoo.co.jp

※
公
売
す
る
物
件
（
動
産
）
を
直
接
確
認
で
き

る
の
は
、
下
見
会
の
み
で
す
。
ま
た
、
公
売

物
件
は
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
税
務
課
納
税
係

　
☎
㉒
８
２
０
５
（
市
役
所
１
階
）

自
動
販
売
機
設
置
希
望
業
者
募
集

　　
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
化
セ
ン
タ
ー
（
清
水

町
１
９
０
６
番
地
）
に
設
置
す
る
自
動
販

売
機
の
設
置
希
望
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象

　
市
内
の
業
者

■
設
置
期
間
　
平
成
25
年
４
月
１
日
〜
平

成
27
年
３
月
31
日

■
種
類
・
台
数

　
清
涼
飲
料
水
　
１
台

※
申
込
用
紙
及
び
募
集
要
項
は
バ
イ
オ
マ
ス
資

源
化
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

■
申
込
期
限

　
２
月
18
日
㈪
　
午
後
５
時

問
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
化
セ
ン
タ
ー

　
☎
㉕
５
８
１
１

大
分
県
交
通
災
害
共
済

　
　
　
　
　
　 

加
入
受
付
開
始

　
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
人
を
対
象

に
、
自
治
会
を
通
し
て
大
分
県
交
通
災
害

共
済
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
申
込
書
を
配
布

し
ま
す
。
加
入
を
希
望
す
る
人
は
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
掛
金
一
人
３
６

０
円
を
添
え
て
２
月
22
日
ま
で
に
各
自
治

会
の
班
長
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
民
活
動
推
進
課
及
び
各
振
興
局
・
振
興
セ

ン
タ
ー
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

問
市
民
活
動
推
進
課
生
活
安
全
係

　
☎
㉒
９
３
９
３
（
市
役
所
２
階
）

九
州
北
部
豪
雨
等
災
害
復
旧
特
別

融
資
は
２
月
末
で
終
了
し
ま
す

　
大
分
県
で
は
、
九
州
北
部
豪
雨
等
で
甚

大
な
被
害
を
受
け
た
中
小
企
業
者
を
対
象

に
低
金
利
の
融
資
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
商
工
労

政
課
で
被
災
の
証
明
を
受
け
、
２
月
28
日

ま
で
に
金
融
機
関
に
申
込
み
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
融
資
を
希
望
す
る
人

は
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
年
利
　
1.0
％

■
保
証
料
　
0.25
％

問
商
工
労
政
課
地
場
産
業
振
興
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
施
行

　
平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
、
雇
用
の
継

続
を
希
望
す
る
65
歳
ま
で
の
人
全
員
の
雇

用
を
義
務
付
け
る
「
改
正
高
年
齢
者
雇
用

安
定
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

　
定
年
に
達
し
た
人
を
引
き
続
き
雇
用
す

る
「
継
続
雇
用
制
度
」
の
対
象
者
を
労
使

協
定
で
限
定
で
き
る
仕
組
み
の
廃
止
な
ど

が
主
な
改
正
点
で
す
。

　
詳
細
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
日
田
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
日
田
　
☎
㉒
８
６
０
９

　
商
工
労
政
課
商
業
・
労
働
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

大
分
県
特
定
最
低
賃
金
　

　
大
分
県
の
最
低
賃
金
は
、
平
成
24
年
10

月
４
日
か
ら
１
時
間
６
５
３
円
に
改
定
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
産
業
別
の
特
定
最
低
賃

金
も
同
年
12
月
25
日
に
次
の
と
お
り
改
定

さ
れ
ま
し
た
。

・
鉄
鋼
業
　
　
　
　
　
　
　
　
７
８
８
円

・
非
鉄
金
属
製
造
業
　
　
　
　
７
８
２
円

・
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、

電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器
具

製
造
業
　
　
　
　
　
　
　
　
７
１
３
円

・
自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業
、
船
舶
製

造
・
修
理
業
、
舶
用
機
関
製
造
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
６
３
円

・
各
種
商
品
小
売
業
　
　
　
　
６
９
１
円

・
自
動
車
（
新
車
）
小
売
業
　
７
２
３
円

問
大
分
労
働
局
賃
金
室

　
☎
０
９
７
‐
５
３
６
‐
３
２
１
５

　
日
田
労
働
基
準
監
督
署

　
☎
㉒
６
１
９
１

２
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月

　
10
月
か
ら
１
月
ま
で
の
児
童
手
当
を
２

月
５
日
に
振
り
込
み
ま
す
の
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。 

※
振
り
込
み
の
時
間
は
、
金
融
機
関
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。

問
こ
ど
も
未
来
室
家
庭
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
９
２
（
市
役
所
１
階
）

２
月
は
福
祉
手
当
の
支
給
月

　
11
月
か
ら
１
月
ま
で
の
福
祉
手
当
（
特

別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
）
を

２
月
８
日
に
振
り
込
み
ま
す
の
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

※
次
の
よ
う
な
場
合
は
手
当
が
支
給
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
社
会
福
祉
課
に
必
ず
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

・
受
給
者
が
死
亡
又
は
市
外
に
転
出

・
病
院
等
（
診
療
所
及
び
介
護
老
人
保
健
施
設

を
含
む
）
に
３
か
月
以
上
継
続
し
て
入
院

・
福
祉
施
設
（
介
護
老
人
福
祉
施
設
や
障
が
い

者
の
援
護
施
設
な
ど
）
に
入
所

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

た
ま
ご
学
級
参
加
者
募
集

　
妊
娠
中
の
不
安
を
解
消
し
、
健
康
に
過

ご
し
て
丈
夫
な
赤
ち
ゃ
ん
を
産
み
育
て
る

た
め
の
、
出
産
準
備
・
育
児
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

①
と
き
　
２
月
15
日
㈮

　
内
容
　
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂
の
入
れ
方
、

　
　
　
お
父
さ
ん
の
妊
婦
体
験

②
と
き
　
２
月
22
日
㈮

　
内
容
　
子
供
の
事
故
予
防

③
と
き
　
３
月
１
日
㈮

　
内
容
　
妊
娠
中
の
歯
科
と
栄
養
に
つ
い
て

④
と
き
　
３
月
８
日
㈮

　
内
容
　
助
産
師
さ
ん
の
お
話

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
７
時
か
ら
８
時
30
分

ま
で
。
（
受
付
は
午
後
６
時
30
分
か
ら
）

※
講
師
の
都
合
に
よ
り
、
内
容
が
入
れ
替
わ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
と
こ
ろ
　
ウ
ェ
ル
ピ
ア

■
募
集
数
　
20
組
程
度

※
参
加
無
料
。
電
話
で
申
込
み
が
必
要
。

※
電
子
申
請
有
り
。

■
申
込
期
限
　
２
月
14
日
㈭

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

障
が
い
者
就
職
面
接
会

■
と
き

　
２
月
22
日
㈮
　
午
後
１
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ

　
別
府
国
際
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

ビ
ー
コ
ン
プ
ラ
ザ
（
別
府
市
）

※
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
日
田
（
☎
㉒
８
６
０
９
）
に

申
込
み
が
必
要
。

問
大
分
労
働
局
職
業
対
策
課

　
☎
０
９
７
‐
５
３
５
‐
２
０
９
０

各
種
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

の
有
効
期
限
は
２
月
28
日
で
す

　
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
・
大
腸
が
ん
検

診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
有
効
期
限
は
２

月
28
日
で
す
。
ま
だ
、
受
診
し
て
い
な
い

人
は
早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
ク
ー
ポ
ン
券
を
紛
失
し
た
人
又
は
配
布

対
象
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
人
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
平
成
24
年
４
月
20
日
以
降
、
日
田
市
に
転
入

し
た
人
で
、
前
住
所
地
の
市
町
村
か
ら
送
ら

れ
た
ク
ー
ポ
ン
券
を
持
っ
て
い
る
人
は
日
田

市
の
ク
ー
ポ
ン
券
と
交
換
し
ま
す
。

２
月
に
大
腸
が
ん
検
診
の

          

　
　
　     

容
器
を
回
収
し
ま
す

■
回
収
日
・
場
所

　
２
月
18
日
㈪
・
28
日
㈭

　
午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

　
ウ
ェ
ル
ピ
ア
１
階

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

同
行
援
護
（
視
覚
障
が
い
者
）

　
　
　
　
　
　
従
事
者
養
成
研
修

　
同
行
援
護
と
は
、
視
覚
障
が
い
者
が
安

全
に
外
出
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
や

外
出
の
際
に
判
断
す
る
た
め
（
買
物
の
際

の
商
品
の
選
択
な
ど
）
の
情
報
提
供
、
代

筆
・
代
読
な
ど
を
行
う
こ
と
で
す
。
従
事

者
に
な
る
た
め
に
は
、
養
成
研
修
の
受
講

が
必
要
で
す
。

■
と
き 

３
月
４
日
㈪
・
５
日
㈫
・
６
日
㈬

の
３
日
間

■
と
こ
ろ
　
労
協
セ
ン
タ
ー
事
業
団

　
日
田
地
域
福
祉
事
業
所 

虹
の
家

■
対
象
　
ヘ
ル
パ
ー
２
級
の
有
資
格
者
及

び
３
日
間
を
通
じ
て
受
講
で
き
る
人

■
受
講
料
　
３
万
１
５
０
０
円

※
テ
キ
ス
ト
代
、
実
習
費
、
雑
費
、
消
費
税
込
み
。

■
募
集
数
　
10
人
（
先
着
順
）

※
申
込
書
は
虹
の
家
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

問
労
協
セ
ン
タ
ー
事
業
団
日
田
地
域
福
祉

事
業
所 

虹
の
家
　
☎
㉕
５
０
１
１

　
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

咸
宜
園
の
世
界
遺
産
登
録
に

 

向
け
た
講
演
会

■
と
き
　
２
月
７
日
㈭
　
午
後
７
時
〜

■
と
こ
ろ

　
パ
ト
リ
ア
日
田
小
ホ
ー
ル

■
演
題
・
講
師

　
「
世
界
遺
産
と
し
て
の
咸
宜
園
」

　
放
送
大
学
教
授
・
東
京
大
学
名
誉
教
授

五
味
文
彦
氏

※
入
場
無
料
。
事
前
申
込
み
不
要
。

問
世
界
遺
産
推
進
室

　
☎
㉒
０
２
６
８
（
咸
宜
園
教
育
研
究
セ

ン
タ
ー
内
）

大
分
県
立
農
業
大
学
校

　
　
　
　
　
　
第
二
次
学
生
募
集

■
募
集
学
部

　
農
学
部
（
総
合
農
産
科
、
総
合
畜
産
科
）

■
定
員
　
20
人
程
度

■
試
験
日
・
会
場

　
３
月
21
日
㈭

　
大
分
県
立
農
業
大
学
校
（
豊
後
大
野
市
）

■
出
願
期
間

　
２
月
20
日
㈬
〜
３
月
15
日
㈮

※
募
集
要
項
や
取
得
可
能
な
資
格
等
の
詳
細

は
、
大
分
県
立
農
業
大
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（http://www.pref.oita.jp/site/140/

）
を
ご
覧

に
な
る
か
同
校
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
立
農
業
大
学
校

　
☎
０
９
７
４
‐
２
２
‐
７
５
８
１

　
農
業
振
興
課
農
産
振
興
係

　
☎
㉒
８
２
１
１
（
市
役
所
３
階
）

日
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

　
　
　
　
　
　
　 

訓
練
生
募
集

■
募
集
学
科

　
住
宅
施
工
科
（
大
工
、
左
官
、
木
工
）

■
入
校
資
格

・
中
学
校
卒
業
以
上
（
年
齢
、
性
別
は
問

い
ま
せ
ん
）

・
事
業
所
に
勤
務
又
は
就
職
見
込
み
の
人

で
、
雇
用
保
険
、
労
災
保
険
に
加
入
し

て
い
る
人

■
訓
練
期
間

　
２
〜
３
年
間

　
毎
週
木
曜
日

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

■
募
集
数

　
５
〜
10
人
程
度

※
電
話
で
申
込
み
。

■
申
込
期
限

　
３
月
30
日
㈯

※
詳
細
は
日
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

　
（
楢
原
）
☎
㉔
２
７
７
２

　
（
坂
本
）
☎
０
９
０
‐
３
０
１
０
‐
２
７
９
７

　
商
工
労
政
課
商
業
・
労
働
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

募
集

保
健
・
福
祉

問問問問

問問問 問

問

問問問問

問問
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タ
ウ
ン
情
報

Information ２.１

日
田
香
蘭
高
等
職
業
訓
練
校

　
　
　
　
　
　
　 

訓
練
生
募
集

■
募
集
学
科
　
ア
パ
レ
ル
系
洋
裁
科

■
入
校
資
格
　
中
学
校
卒
業
以
上

■
訓
練
期
間
　
２
年
間
（
週
３
日
）

■
募
集
数
　
15
人
程
度

■
授
業
料
　
無
料

※
電
話
で
申
込
み
後
、
願
書
を
提
出
。

■
申
込
期
限
　
３
月
30
日
㈯

※
詳
細
は
日
田
香
蘭
高
等
職
業
訓
練
校
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
田
香
蘭
高
等
職
業
訓
練
校

　
☎
㉔
２
５
８
７

　
商
工
労
政
課
商
業
・
労
働
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

県
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

　■
募
集
す
る
住
宅
・
空
家
戸
数

①
高
瀬
（
高
瀬
地
区
）

　
一
般
向
け
（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

　
２
戸

②
朝
日
ヶ
丘
（
朝
日
地
区
）

　
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
（
２
Ｄ
Ｋ
）

　
１
戸

③
城
内
（
桂
林
地
区
）

　
一
般
向
け
建
て
替
え
分
（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

　
１
戸

■
入
居
資
格

　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

　
（
既
に
公
営
住
宅
に
入
居
し
て
い
る
人

や
本
人
及
び
家
族
に
暴
力
団
員
が
い
る

人
は
申
込
み
で
き
ま
せ
ん
）

①
特
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人
（
持
ち
家

の
あ
る
人
は
対
象
外
）

②
市
県
民
税
の
滞
納
が
な
く
、
こ
れ
ま
で

に
市
・
県
営
住
宅
の
明
渡
し
請
求
を
受

け
た
こ
と
が
な
い
人

③
収
入
が
基
準
額
を
超
え
な
い
人

（
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
）

　
①
〜
③
に
加
え
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人

④
60
歳
以
上
の
高
齢
者
（
単
身
、
60
歳
以

上
の
高
齢
者
の
み
又
は
い
ず
れ
か
一
方

が
60
歳
以
上
の
夫
婦
の
み
）
の
世
帯

⑤
障
が
い
者
（
単
身
、
障
が
い
者
の
み
、

又
は
障
が
い
者
と
そ
の
配
偶
者
の
み
）

の
世
帯
な
ど

⑥
障
が
い
者
と
60
歳
以
上
の
高
齢
者
夫
婦

又
は
高
齢
者
夫
婦
（
い
ず
れ
か
一
方
が

61
歳
以
上
）
の
み
の
世
帯

※
単
身
者
で
身
体
上
又
は
精
神
上
著
し
い
障
が

い
が
あ
る
た
め
、
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る

人
で
、
在
宅
介
護
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
人
は
申
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
込
期
限
　
２
月
８
日
㈮

※
受
付
は
午
前
９
時
15
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。

※
申
込
用
紙
は
大
分
県
住
宅
供
給
公
社
日
田
駐

在
所
（
日
田
土
木
事
務
所
内
）
に
備
え
付
け

て
い
ま
す
。
（
正
午
か
ら
午
後
１
時
は
閉
所
）

■
公
開
抽
選
日

　
２
月
21
日
㈭
　
午
後
１
時
30
分
〜

　
総
合
庁
舎
４
階
大
会
議
室

問
大
分
県
住
宅
供
給
公
社
日
田
駐
在
所

　
☎
㉓
２
４
８
０
（
日
田
土
木
事
務
所
内
）

第
15
回
大
肥
郷
麦
踏
み
大
会

　
麦
踏
み
、
ロ
ー
ラ
ー
麦
踏
み
競
争
、
地

域
の
農
産
物
等
の
販
売
、
地
場
産
品
が
当

た
る
餅
ま
き
な
ど
を
行
い
ま
す
。
麦
踏
み

参
加
者
に
は
、
手
羽
焼
、
団
子
汁
を
振
る

舞
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
２
月
10
日
㈰

　
午
前
10
時
30
分
〜

　
夜
明
上
町
共
同
倉
庫
（
も
も
は
工
房
）

前
広
場
及
び
周
囲
の
田
ん
ぼ

※
参
加
無
料
。
事
前
申
込
み
不
要
。

※
長
靴
を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
大
肥
郷
ふ
る
さ
と
農
業
振
興
会

　
☎
㉘
２
３
３
０
（
森
山
）

　
も
も
は
工
房
　
☎
㉗
７
２
１
１

大
分
県
奨
学
会

平
成
25
年
度
大
学
奨
学
生
募
集

□
申
込
資
格
　

　
保
護
者
が
大
分
県
内
に
住
所
を
有
し
て

い
る
人
で
、
学
校
教
育
法
第
１
条
に
規

定
す
る
大
学
及
び
短
大
に
在
学
す
る
人

※
通
信
に
よ
る
教
育
課
程
、
別
科
、
専
攻
科
及

び
大
学
院
は
除
く
。

□
貸
与
期
間

　
平
成
25
年
４
月
か
ら
在
学
す
る
学
校
の

正
規
の
最
短
修
業
期
間

□
貸
与
月
額
・
募
集
数

一
般
奨
学
金

　
（
１
年
生
約
120
人
、
２
〜
４
年
生
若
干
名
）

・
国
・
公
立
（
短
大
を
含
む
）

　
（
自
宅
）
　
３
万
６
０
０
０
円

　
（
自
宅
外
）
４
万
円

・
私
立

　
（
自
宅
）
　
４
万
３
０
０
０
円

　
（
自
宅
外
）
５
万
１
０
０
０
円

・
私
立
短
大

　
（
自
宅
）
　
４
万
２
０
０
０
円

　
（
自
宅
外
）
４
万
８
０
０
０
円

伊
藤
隼
・
マ
サ
代
・
孝
子
奨
学
金

　
（
１
年
生
５
人
）

・
国
・
公
立

　
（
自
宅
）
　
５
万
円

　
（
自
宅
外
）
５
万
６
０
０
０
円

・
私
立

　
（
自
宅
）
　
５
万
９
０
０
０
円

　
（
自
宅
外
）
６
万
９
０
０
０
円

□
申
込
期
限
　
４
月
19
日
㈮

※
詳
細
は
、
大
分
県
奨
学
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.d-b.ne.jp/syogaku/

）

を
ご
覧
に
な
る
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
公
益
財
団
法
人
大
分
県
奨
学
会

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
６
２
０

「
出
会
い
の
集
い
」
参
加
者
募
集

　
三
花
公
民
館
で
は
、
婚
活
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
参
加
を
希
望
す
る
人
は
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
２
月
24
日
㈰

　
午
後
４
時
〜
７
時

　
市
内
イ
ベ
ン
ト
会
場

□
対
象

　
25
歳
〜
45
歳
ま
で
の
独
身
男
女

※
男
性
は
市
内
在
住
者
。

※
参
加
無
料
で
す
が
、
食
事
代
が
別
途
必
要
で
す
。

□
募
集
数
　
男
女
各
20
人
（
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

□
申
込
期
限
　
２
月
15
日
㈮

問
三
花
公
民
館
　
☎
㉔
９
１
４
４

問

問

問問

問
（農）

　
市
は
、
所
得
や
控
除
の
申
告
が
必
要
と

思
わ
れ
る
人
に
市
県
民
税
の
簡
易
申
告
書

（
兼
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
申

告
書
）
を
郵
送
し
ま
す
。

　
市
県
民
税
の
申
告
は
平
成
25
年
１
月
１

日
現
在
で
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
が
対
象

で
す
。

　
申
告
が
必
要
な
人
で
申
告
書
が
届
か
な

い
場
合
は
、
税
務
課
の
窓
口
又
は
申
告
相

談
会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
簡
易
申
告
書
が
届
い
た
人
は
、
必
ず
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
農
業
所
得
が
あ
り
、
農
業
所
得
用
の
収
支
内

訳
書
が
送
付
さ
れ
た
人
は
、
申
告
書
と
一
緒

に
同
封
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
期
限
　
３
月
１
日
㈮

▼
窓
口
受
付
時
間

　
平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

▼
と
こ
ろ
　

　
市
役
所
１
階
税
務
課
市
民
税
係

※
各
自
治
会
で
は
、
取
扱
い
が
で
き
ま
せ
ん
。

※
申
告
書
は
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。
簡
易

申
告
書
に
同
封
し
て
い
る
返
信
用
封
筒
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
告
が
必
要
な
人

　
平
成
25
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内
に
住

所
が
あ
る
人
で
次
に
該
当
す
る
人
は
、
申

告
が
必
要
で
す
。

①
事
業
所
得
（
営
業
、
農
業
）
、
不
動
産

所
得
が
あ
る
人

②
給
与
所
得
者
で
次
に
該
当
す
る
人

・
勤
務
先
か
ら
市
に
給
与
支
払
報
告
書
が

提
出
さ
れ
て
い
な
い
人

・
平
成
24
年
中
に
退
職
し
、
再
就
職
し
て

い
な
い
人

・
給
与
所
得
以
外
に
他
の
所
得
が
あ
る
人

（
給
与
所
得
以
外
の
所
得
が
20
万
円
以

下
で
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
必
要

が
な
い
人
で
も
市
県
民
税
の
申
告
が
必

要
で
す
）

③
給
与
所
得
者
や
年
金
受
給
者
で
、
社
会

保
険
料
控
除
・
生
命
保
険
料
控
除
・
地

震
保
険
料
控
除
・
扶
養
控
除
・
医
療
費

控
除
・
寄
附
金
控
除
・
雑
損
控
除
等
を

簡
易
申
告
書
で
申
告
す
る
人

※
所
得
が
な
く
て
も
国
民
健
康
保
険
や
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
場
合
、
所

得
に
関
す
る
証
明
書
が
必
要
な
場
合
（
年

金
、
児
童
手
当
、
公
営
住
宅
、
奨
学
金
な
ど

の
手
続
）
は
、
申
告
が
必
要
で
す
。

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る

か
、
税
務
課
市
民
税
係
又
は
申
告
相
談
会
場

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
告
に
必
要
な
も
の

　
①
印
鑑
②
平
成
24
年
中
の
所
得
が
分
か

る
も
の
（
給
与
・
年
金
の
源
泉
徴
収

票
、
給
与
明
細
書
、
事
業
主
の
証
明

書
、
収
支
内
訳
書
な
ど
）
③
社
会
保
険

料
（
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
・
介
護
保
険
・
国
民
年
金
な

ど
）
や
生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料
な

ど
の
領
収
書
、
支
払
証
明
書
④
医
療
費

控
除
の
適
用
を
受
け
る
人
は
医
療
費
の

領
収
書
、
保
険
金
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ

た
金
額
が
分
か
る
も
の
⑤
障
害
者
控
除

の
適
用
を
受
け
る
人
は
障
害
者
手
帳
、

療
育
手
帳
な
ど
の
証
明
書

<

所
得
税
の
確
定
申
告
は
お
早
め
に>

▼
期
間
　
２
月
18
日
㈪
〜
３
月
15
日
㈮

　
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
７
階
中
会
議
室

※
詳
細
は
、
日
田
税
務
署
（
☎
㉓
２
１
３
６
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
確
定
申
告
を
す
る
人
で
簡
易
申
告
書
が
届
い

た
場
合
は
、
申
告
書
の
確
定
申
告
「
す
る
」

の
欄
を
○
で
囲
み
、
電
話
番
号
を
記
入
し
押

印
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
所
得
税
の
申
告
に
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を

利
用
す
る
と
便
利
で
す
。

上津江振興局２階会議室
中津江振興局３階大会議室
大山振興局３階３０１会議室

日隈公民館
前津江振興局１階会議室

天瀬公民館東渓分館大会議室
五和公民館
天瀬公民館五馬分館大会議室
朝日公民館
天瀬振興局第２庁舎３階大会議室
若宮公民館

２月８日㈮・14日㈭
２月12日㈫・20日㈬
２月13日㈬・19日㈫

２月14日㈭
２月15日㈮

２月18日㈪
２月20日㈬
２月21日㈭・22日㈮
２月21日㈭

西有田公民館
夜明公民館
高瀬公民館

桂林公民館
三花公民館

大鶴公民館
三芳公民館
小野公民館
咸宜公民館
東有田公民館
光岡公民館

２月22日㈮
２月25日㈪

〃

〃

〃

２月26日㈫
〃

２月27日㈬
〃

２月28日㈭
〃

３月１日㈮
〃

申告相談会日程
（受付：午前10時～正午、午後１時～４時）

簡
易
申
告
書
は
２
月
１
日
付
け
で
送
付
し
ま

す
が
、
確
定
申
告
を
す
る
人
や
職
場
か
ら
市

に
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
人

な
ど
に
は
発
送
し
ま
せ
ん
。
全
市
民
に
申
告

書
が
届
く
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

休
日
申
告
相
談

　
２
月
10
日
㈰
・
17
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
市
役
所
１
階
税
務
課
市
民
税
係

税
の
申
告
◎
平
成
25
年
度
の
市
県
民
税
の

申
告
は
３
月
１
日
ま
で
【
問
合
せ
】
税
務
課
市
民
税
係

　
☎
㉒
８
３
９
６
（
市
役
所
１
階
）
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大分県人権啓発
イメージキャラクター 
こころちゃん

【問合せ】人権啓発センター　☎２２‐８０１７（市役所別館１階）

人権コラム　

心、豊かに
市民意識調査報告⑪

　今回は、「人権学習会の参加状況」と「人権コラムの閲読状況」についての調査結果を
お知らせします。
　人権学習会の参加状況についてはグラフ①のとおりです。「全く参加したことがない」
が、若年層になるにつれて多くなっており、他の問いで参加したことがない理由を尋ねる
と「開催を知らなかった」が最も多くなっていました。次に、人権コラムの閲読状況につ
いてはグラフ②のとおりです。「載っていることを知らない」が、ここでも若年層になる
につれて多い結果となりました。
　今後、学習会の開催案内や広報について、関係機関と連携しながら広く市民に周知し、
啓発の推進を図る必要があります。

［グラフ①　人権学習会の参加状況について（１つ回答）］ ［グラフ②　人権コラムの閲読状況について（１つ回答）］

（％）0 20 40 60 80 100

天領日田
  おひなまつり

◎豆田流しびな
　３月２日㈯・３日㈰
　午前10時～午後２時
　桂林荘公園
◎第20回ひな祭り
　女子遠的弓道大会
　３月20日㈷
　午前10時～午後４時（予定）
　三隈川岸水上特設射場

◎ロビーコンサート
　期間中の毎週土曜日
　午後８時30分～
※会場は日によって異なります。
お問い合わせください。
◎おひなまつりコンサート
　３月３日㈰
　午後１時30分～、午後３時～
　専念寺

◎スタンプラリー
　３月２日㈯・３日㈰
　午前10時～午後２時
　豆田地区
◎和装着付けサービス
　３月２日㈯・３日㈰
　豆田地区

花月川花月川

天領
資料館

御
幸
橋

一
新
橋

豆田
郵便局

大分
銀行

港町
市営駐車場
港町
市営駐車場

城内川城内川

豆田町の交通規制
　下記の時間は豆田町の上町
通りが一方通行に、御幸通り
が車両通行止めとなります。
■とき　２月17日㈰・24日
㈰、３月２日㈯・３日㈰・
10日㈰・17日㈰・24日㈰の
７日

■時間　午前10時～午後５時

　天領日田おひなまつりは今年で30回目を
迎えます。
　豆田地区や隈地区、天瀬町などで絢爛豪
華なひな人形やひな道具が展示されるほ
か、様々なイベントが開催されます。

同時期に開催されるイベント（３月開催分）

【問合せ】観光課
　☎２２‐８２１０（市役所３階）

―
２/ 15 ３/ 31

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

合計

80歳代

（％）0 20 40 60 80 100

参加したことがある 全く参加したことがない 無回答
毎月読んでいる ときどき読んでいる 
知っているが、読んでいない
載っていることを知らない

関心がないので、読んでいない 

16.7 83.3
42.9 55.1

46.2 53.8

50 47.7

58.4 33.7

66.2 23.9

54.5 27.3

52.6 41.6

20歳代

合計 18.7 41.1 10.5 165.9

80歳代 26 34 8 86

60歳代 23.7 46.2 7.5 6.5 6.5

50歳代 12.5 37.5 17 18.28

40歳代 7.7 52.3 12.3 7.7 16.9

26.3 10.5 15.8 42.1

30歳代 14 34 12 36
2

70歳代 31 6
2.4

42.9 9.5

無回答

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う 

自
治
基
本
条
例
⑯

前
文
（
例
）
に
対
す
る
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

【自治基本条例　構成（案）】
①総則
・目的
・条例の位置付け
・定義
・自治の基本原則
②各主体の権利及び責務
・市民の権利、責務
・事業者等の権利、責務
・市議会（議員）の責務
・地域コミュニティ
・小規模集落等対策
・子どもの権利及び健全
育成
・市長、職員の責務
③参画と協働
・参画
・協働
④住民投票
・住民投票
⑤市政運営
・政策法務、創意工夫に
基づく市政運営
・組織及び人事政策
・計画的な行政運営
・財政運営
・行政評価
・審議会等
・情報公開、提供
・個人情報保護
・パブリックコメント手続
・市外の人々との交流、
連携
・国及び他の地方公共団
体との連携
・危機管理
⑥その他
・条例の見直し

 

現
在
開
催
し
て
い
る
市
民
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
で
条
例
の
た
た
き
台
が

お
お
む
ね
ま
と
ま
っ
て
き
ま
し
た
。 

今
回
は
、
条
例
の
「
前
文
」
と
条
例

の
構
成
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
前
文
」
と
は
、
条
例
の
条
項
の
前

に
日
田
市
と
は
ど
う
い
う
ま
ち
か
、

ど
の
よ
う
な
考
え
の
基
に
条
例
を
制

定
す
る
の
か
と
い
っ
た
主
旨
を
文
章

に
し
た
も
の
で
す
。

 

下
記
の
前
文
（
例
）
に
つ
い
て
、

広
く
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
ご
提
案
を

募
集
し
ま
す
。

意
見
の
提
出
方
法

　
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
郵
送

の
い
ず
れ
か
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
（
様
式
は
自
由
）

■
送
付
先

　〒
８
７
７
‐
８
６
０
１

　
（
住
所
記
載
不
要
）

　
企
画
課
政
策
企
画
係

　
☎
㉒
８
２
２
７

　
　
㉒
８
３
２
４

　
　 kikaku@

city.hita.oita.jp

■
募
集
締
切
り
　
２
月
28
日
㈭

※
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
取
り
ま
と
め

た
後
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表

し
ま
す
。
（
個
人
情
報
を
除
く
）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
自
治
基
本
条

例
の
取
組
ペ
ー
ジ
に
過
去
の
会
議

の
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
企
画
課
政
策
企
画
係

　
☎
㉒
８
２
２
７
（
市
役
所
６
階
）

mail

自治基本条例 前文（例）
　私たちのまち日田市は、阿蘇、くじゅう山系や英彦山系の美
しい山々に囲まれ、これらの山系で育まれた豊富な水に恵まれ
ていることから「水郷ひた」と呼ばれています。また、日田杉
に代表される林業の盛んなまちであり、古くから栄えてきた天
ヶ瀬温泉など豊かな温泉が湧出する観光地でもあります。
　歴史を振り返ると、国の重要文化財に指定された吹上遺跡な
ど多くの遺跡から出土品が発掘され、古代史のロマン香るとこ
ろです。また、古くから北部九州の各地を結ぶ交通の要衝にあ
り、江戸時代には幕府直轄地・天領として西国筋郡代が置かれ、
政治・経済の中心地として繁栄しました。さらに、廣瀬淡窓が
開いた「咸宜園」には、全国から多くの門下生が集まり、「鋭
きも鈍きも、ともに捨てがたし、錐と槌とに使いわけなば」の
歌のように、個性を尊重する教育理念のもとに人材の輩出に貢
献してきた文教のまちです。
　このように先人が守り育ててきた素晴らしい自然、歴史、文
化に満ちたこのまちを、私たちは次の世代に引き継いでいくと
ともに、より一層住みよい地域社会の構築を進めていかなけれ
ばなりません。
　そのためには、市民と市議会と行政がそれぞれの責任や役割
を認識し、異なる立場や考え方をお互い理解し、協力しなが
ら、よりよいまちづくりに取り組むことが大切です。
　よって、ここにまちづくりの理念、自治の原則及び市政運営
の基本的な仕組みを明らかにすることで「市民参画の開かれた
市政」を実現し、私たち一人ひとりが暮らしやすいと感じるこ
とができるまちを目指すため、この条例を制定します。

きり つち
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チームワークでつかんだ金賞
　12月15日にさいたまスーパーアリーナ（埼玉県）
で行われた「第40回マーチングバンド・カラーガー
ド全国大会」で昭和学園高等学校のバトン部が金賞
を受賞し、12月21日、市長報告に訪れた。15人の部
員は大会で着用した鮮やかな衣装で訪れ、吉野萌部
長が「チーム一丸となって演技することができた。
次は金賞の１位を目標に頑張りたい」と挨拶した。

寒さの中、元気に走り初め
　１月６日、陸上競技場で「第42回日田市新春マラ
ソン大会」が行われ、小学校５年生から72歳まで２
６５人が力走した。
　１,０００メートルの小学生の部や３キロと５キロ
の中学生の部、３キロ、５キロ、10キロの一般・高
校生の部がそれぞれスタートすると、ランナーは熱
い声援に後押しされるように寒空の下を駆け抜けた。

新春に落書き大会
　１月６日、現在新しく建設中の亀山橋で落書き大
会が行われ、約200人の親子などが参加した。
　この大会は、子供たちに絵を描いてもらうことで
橋や道路に親しんでほしいと開催されたもの。
　子供たちはアニメのキャラクターや家族の似顔絵
などを描き、橋はカラフルに彩られた。
　落書きは舗装で消え、橋は３月下旬に完成する予定。

まちのわだ
いＴＯＷＮ

 ＴＯＰ
ＩＣＳ 

ＩＮ Ｈ
ＩＴＡ

「日田からの贈りもの」ＰＲ
　１月16日から21日まで、福岡市の博多大丸福岡天
神店で「天領のまち大丸・日田展」が開催され、食
品や工芸品など市内の66の業者が出店した。
　４回目を迎える今年は「ももは工房」の手作り豆
腐教室や日田の野菜の販売なども行われ、会場は多
くの来場者でにぎわった。
　福岡市内から訪れた森和子さんは「懐かしいおま
んじゅうを見付けて思わず買いました。たくさん商
品があるので、ゆっくり見ようと思います」と笑顔
で話した。

願いを込めて 鬼火焚き
　１月13日、中ノ島町の河川敷で正月の伝統行事で
ある鬼火焚きが開催された。会場には、約250人の家
族連れなどが訪れ、無病息災や家内安全とともに豪
雨災害からの復旧を祈願した。岳滅鬼太鼓の演奏の
後に神事が行われ、年男と年女が竹とひのきなどを組
んだ高さ約15メートルのやぐらに点火すると一気に燃
え上がり、辺りは炎に照らされた。

福が訪れますように
　１月14日、天瀬町高塚地域で恒例の福俵引きが行
われた。色鮮やかな衣装を着た七福神が地域内の約
40戸を訪問し、もみや塩、昆布が入った福俵を投げ
込んで各家の住人と綱引きをした。
　各家では、福俵を手に入れて福を呼び込もうと家
族総出で綱引きに参加し、家内安全、商売繁盛を祈
願した。

節分の準備は万端
　２月３日の節分の日に向けて、１月18日、中央児
童館で鬼のお面作りが行われた。
　参加した子供たちは、保護者と一緒に赤鬼か青鬼か
を選び、目や鬼の角などをのりで慎重に貼り付けた。
　今回は、お面と一緒に豆を入れる箱も制作。ペン
で色を塗るなどそれぞれオリジナルの箱が完成し、
子供たちはお面と箱を手に笑顔を見せていた。
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★印は事前予約が必要です。※児童館の利用には、年１回登録申請書（押印必要）を提出してください。松原児童館（☎52２９２２）は、毎週土曜日のみ開館しています。

　誕生日の記念にお子さん
の写真を載せてみませんか。
応募方法は次のとおりです。

■対象
　４月に誕生日を迎える３
歳までのお子さん

■掲載人数　20人程度（抽選）
※抽選の結果は、当選者のみ
　にご連絡します。
■申込方法
　下記のいずれかの方法で  
　お申し込みください。
○はがきから
　住所、お子さんの氏名と
　生年月日、保護者名、昼
　間の連絡先の電話番号を
　記入の上、郵送
○ホームページから
　市ホームページ（電子申
　請システムのページ）か 
　ら申込み
○携帯電話から
　下記の２次元コードから
　申込み

※申込みの際は、写真を送付
　する必要はありません。
■申込期限　３月１日㈮
■申込み・問合せ
　〒877-8601
 （住所記載不要）総務課広報係
☎㉒８６２７(市役所４階)

子育てを応援します！

じどうかん
支 援 施 設

日田市の人口

唐木耀誠ちゃん
（２歳・上城内町）

ようせい
久保太造ちゃん
（２歳・玉川３丁目）

たいぞう か な
石橋俐久仁ちゃん
（３歳・中釣町）

平野華菜ちゃん
（２歳・淡窓２丁目）

月２

中央児童館
☎２７－６４０６

●すくすく相談
　６日㈬
　午前９時30分～
★カレンダー作り＆お話会
　毎週木曜日
　午前11時～
●せいまお兄さんと
　遊ぼう
　８日㈮　午前11時～
●おひなさま作り
　13日㈬・15日㈮
　午前10時30分～

天瀬児童館
☎５７－８９２２

●こねこねの日
　８日㈮
　午前10時30分～
●すくすく相談
　15日㈮
　午前10時～11時30分
●おひなさま作り
　20日㈬
　午前10時30分～
●ひな祭り会＆お話会
　27日㈬
　午前10時30分～

大山児童館
☎５２－２９０１

まえつえ
子育て支援施設
☎５３－２４０９
●節分会
　４日㈪
　午前10時～
●せいまお兄さんと
　遊ぼう
　15日㈮
　午前10時～
●ランチｄａｙ
　20日㈬
　午前10時～

ひのくま
子育て支援センター
☎２２－７５６５

●おひなさま制作
　７日㈭
　午前９時30分～正午
●おしゃべりクラブ
　13日㈬
　午前11時～正午
★ひな祭り会
　21日㈭
　午前10時～正午

丸の内
子育て支援センター
☎２３－１８９０

●身体計測
　12日㈫
　午前９時30分～正午
●リトミック
　21日㈭
　午前11時～11時30分
●小袋先生の発達相談
　27日㈬
　午前９時30分～午後４時
　※午後からは予約制。

チャイルド
プラザ

☎２５－５３００
★作って遊ぼう
　７日㈭
　午前11時～
★ベビーヨガ
　18日㈪
　午前11時～
★親子体操の日
　20日㈬　午前11時～
●身体計測
　21日㈭
　午前11時～11時30分
　午後３時～３時30分

上野菜那穂ちゃん
（２歳・隈２丁目）

な な ほ
佐藤優汰ちゃん
（２歳・桃山町）

だいきゆうた
田中大樹ちゃん
（１歳・南元町）

髙橋宗悟ちゃん
（３歳・上城内町）

そうごり こ
福澤璃子ちゃん
（３歳・夜明中町）

林 晴香ちゃん
（３歳・日ノ出町）

はるか り く と

伊東想真ちゃん
（１歳・港町）

そうま

本松紗那ちゃん
（２歳・中尾町）

財津千稀ちゃん
（２歳・城町１丁目）

かずきさ な

の主な催し
（平成24年12月31日現在）
□人口　71,161人
　　　　 （前月比-31人）
□ 男  　33,601人
□ 女  　37,560人
□世帯　27,072世帯

乳 …乳幼児対象
小 …小学生対象

★バレンタイン
　チョコ作り
　９日㈯　午前10時30分～
　※２日までに要予約。
　13日㈬　午前10時30分～
　※６日までに要予約。
●おひなさま作り
　20日㈬　
　午前10時30分～
　23日㈯　
　午前10時30分～

小

小

乳

乳

石橋歩奈ちゃん
（１歳・清水町）

あゆな り お
河野凌央ちゃん
（１歳・新治町）

れ な
河津怜奈ちゃん
（１歳・田島２丁目）

小山知起ちゃん
（２歳・三芳小渕町）

ともき

佐藤 葵ちゃん
（１歳・中央１丁目）

あおい
中村唯華ちゃん
（１歳・高瀬本町）

ゆいか

桒鶴惟月ちゃん
（２歳・淡窓１丁目）

いつき
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　今年の目標の一つに読書を取り
入れてみませんか。

淡窓図書館　　　　　 
☎２２－２４９７（　 26－3210）
開館時間：午前10時～午後７時
　　 （日曜日は午後６時まで）

　バレンタインデーが近づいてきました。手作りの
チョコをどうやってラッピングしようか…？と悩ん
でいる女子も多いと思います。（もしかして、そこ
のスイーツ男子も？）そこで、是非利用していただ
きたいのが図書館です。
　ラッピングの本には、手作りのチョコをかわいら
しく包む方法がたくさん紹介されています。また、
チョコ以外にも、プレゼントを風呂敷でおしゃれに
包む、風呂敷自体をエコバッグにしてしまうなど、実用的な方法まで掲載されていて生活の中
でもラッピングを楽しむことができます。思いの籠もった贈物を少しの工夫でグレードアップ
できるラッピングの本を活用してみてください。

図書館に行こう

図書館の本を読んで、挑戦してみました！

どうぶつえんのおふろやさん
とよた かずひこ／作・絵
ひさかたチャイルド

　どうぶつえんのパンダさんやラ
イオンさんが、子供を連れてお風
呂にやってきた。大人は大人だけで、
「ぷふぁ～」いい気持ち。でも、
あれあれ、子供がいない…。「ぽ
かぽかおふろ」シリーズ第６弾。

今日から使える
大人の男のオシャレ塾
Hankyu ＭＥＮ'Ｓ／監修
主婦の友社
　
　「似合うスタイルを見付けたい」
という思いに応え続ける、阪急メン
ズスタイルメイキングクラブが、
男性の着こなしを伝授。スーツを
着こなすポイント、おしゃれ度ア
ップの活躍アイテムなどを紹介する。

いのちのヴァイオリン
中澤宗幸／著
ポプラ社

　ストラディヴァリウスなどオー
ルドヴァイオリンの世界的な修復
家の著者が、陸前高田の津波被害
の流木で「震災ヴァイオリン」を
作ったのはなぜか。ヴァイオリン
ドクターが贈る、木の不思議と生
命の物語。

日 月 火 水 木 金 土

17
24
18 19 20 21 2322
25 26 27 28

３
１ ２

10

６ ７４ ５ ８ ９

15 1613 1411 12

２月の休館日（○…休館日）おいでよ！おはなし会

　ボランティアの皆さんによる紙
芝居や読み聞かせが楽しめます。
●とき　　
　２月９日㈯　午後３時～４時
　２月23日㈯　午前11時～正午
●ところ　児童コーナー

新
刊

新
刊

新
刊

特
集

▼つつむこころ
　小林一夫／監修
　ソフトバンク
　クリエイティブ

参考にした本

夜間当番医日曜・祝日当番医 （午後７時～10時）

内
科

外
科

歯
科

月 月 日 曜日 所在地 電話 病医院名 所在地 電話

月 日 病医院名 所在地 電話

月 日 病医院名

病医院名

所在地 電話

◎
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前
に
電
話
が
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要

◎
○
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午
前
９
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午
前
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限
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す
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し
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患
に
限
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ま
す
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往
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◎
午
前
９
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〜
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後
５
時

◆救急指定病院　日田中央病院（淡窓２丁目）　☎㉓3181　　　聖陵岩里病院（銭渕町）　　　　　　☎㉒1600
　　　　　　　　済生会日田病院（清水町）　　☎㉔1100　　　一ノ宮脳神経外科病院（竹田新町）　☎㉔6270
◆大分県こども救急電話相談　☎097-503-8822又は♯8000（携帯電話、プッシュ回線）
◆こどもの救急ホームページ　社団法人日本小児科学会  http://kodomo-qq.jp

麻生小児科医院
坂 東 小 児 科
隈 診 療 所
桂 林 病 院
岩 尾 病 院
佐 藤 内 科 医 院
膳 所 医 院
下 飛 田 小 児 科
日 野 内 科
松浦クリニック

淡窓２丁目
誠 和 町
隈１丁目
城町１丁目
淡窓２丁目
田島１丁目
本 町
中央１丁目
天 神 町
中央１丁目

24 - 2 3 2 3
2 2 - 3 3 0 0
2 2 - 0 0 3 3
2 2 - 1 2 3 1
2 2 - 6 1 6 1
2 2 - 1 1 7 0
2 2 - 3 2 9 2
2 4 - 1 1 4 8
2 3 - 6 0 0 9
2 4 - 4 1 5 5

五反田胃腸科外科病院
堀田クリニック
秋 吉 病 院
大 河 原 病 院
原 病　　　院
城 谷 病 院
五反田胃腸科外科病院
堀田クリニック
秋 吉 病 院
大 河 原 病 院

樋口歯科クリニック
もちまつ歯科医院
※石井歯科医院
後 藤 歯 科 医 院
北 山 歯 科 医 院
村 山 歯 科 医 院
※石﨑歯科医院
髙 木 歯 科 医 院
せ さ き 歯 科医院
※ 林 歯 科 医 院

若 宮 町
新 治 町
豆 田 町
隈２丁目
三本松２丁目
元 町
若 宮 町
新 治 町
豆 田 町
隈２丁目

23 - 8 3 8 6
2 2 - 2 6 6 2
2 3 - 0 8 0 8
2 2 - 3 1 3 1
2 2 - 7 1 5 1
2 3 - 6 1 1 5
2 3 - 8 3 8 6
2 2 - 2 6 6 2
2 3 - 0 8 0 8
2 2 - 3 1 3 1

南 元 町
清 水 町
日ノ出町
東 町
大山町西大山
本 町
三本松１丁目
三本松２丁目
中央１丁目
上城内町

22 - 8 8 8 1
2 2 - 8 0 7 1
2 4 - 6 8 8 6
2 2 - 0 0 0 2
5 2 - 3 5 5 3
2 2 - 3 3 0 3
2 2 - 3 0 4 1
2 2 - 2 3 1 7
2 3 - 6 4 8 1
2 4 - 6 6 9 0

3
10
11
17
24
3
10
17
20
24

2

3

3
10
11
17
24
3
10
17
20
24

2

3

3
10
11
17
24
3
10
17
20
24

2

3

※変更することがありますので、注意してください。
　問合せは、市役所☎㉓3111又は夜間・休日当番医案内
　☎㉓0099（午後５時以降音声テープ対応）へ。

※変更することがありますので、注意してください。
　問合せは、市役所☎㉓3111又は夜間・休日当番医案内
　☎㉓0099（午後５時以降音声テープ対応）へ。

2 こじかこどもクリニック
松浦クリニック
麻生小児科医院
福 田 医 院
下 飛 田 小 児 科
佐 藤 内 科 医 院
若 宮 病 院
聖陵花月クリニック
日 野 内 科
坂 東 小 児 科
隈 診 療 所
河津内科呼吸器科
膳 所 医 院
岩 尾 病 院
こじかこどもクリニック
福 田 医 院
桂 林 病 院
佐 藤 内 科 医 院
若 宮 病 院
松浦クリニック
麻生小児科医院
聖陵花月クリニック
隈 診 療 所
岩 尾 病 院
日 野 内 科
河津内科呼吸器科
膳 所 医 院
福 田 医 院

こじかこどもクリニック
下 飛 田 小 児 科
佐 藤 内 科 医 院
松浦クリニック
聖陵花月クリニック
若 宮 病 院
麻生小児科医院
日 野 内 科

清岸寺町
中央１丁目
淡窓２丁目
清岸寺町
中央１丁目
田島１丁目
南 元 町
清 水 町
天 神 町
誠 和 町
隈１丁目
石井町2丁目
本 町
淡窓２丁目
清岸寺町
清岸寺町
城町１丁目
田島１丁目
南 元 町
中央１丁目
淡窓２丁目
清 水 町
隈１丁目
淡窓２丁目
天 神 町
石井町2丁目
本 町
清岸寺町

清岸寺町
中央１丁目
田島１丁目
中央１丁目
清 水 町
南 元 町
淡窓２丁目
天 神 町

28 - 8 7 7 1
2 4 - 4 1 5 5
2 4 - 2 3 2 3
2 2 - 1 6 4 8
2 4 - 1 1 4 8
2 2 - 1 1 7 0
2 2 - 7 1 7 1
2 7 - 5 0 5 0
2 3 - 6 0 0 9
2 2 - 3 3 0 0
2 2 - 0 0 3 3
2 3 - 8 1 2 3
2 2 - 3 2 9 2
2 2 - 6 1 6 1
2 8 - 8 7 7 1
2 2 - 1 6 4 8
2 2 - 1 2 3 1
2 2 - 1 1 7 0
2 2 - 7 1 7 1
2 4 - 4 1 5 5
2 4 - 2 3 2 3
2 7 - 5 0 5 0
2 2 - 0 0 3 3
2 2 - 6 1 6 1
2 3 - 6 0 0 9
2 3 - 8 1 2 3
2 2 - 3 2 9 2
2 2 - 1 6 4 8

2 8 - 8 7 7 1
2 4 - 1 1 4 8
2 2 - 1 1 7 0
2 4 - 4 1 5 5
2 7 - 5 0 5 0
2 2 - 7 1 7 1
2 4 - 2 3 2 3
2 3 - 6 0 0 9

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28

1
2
3
4
5
6
7
8

金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
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※救急指定病院は、入院治療が必要な重病患者を対象とします。対象とならない人の受診により、救急指定病院の業務に支障を
来しますので、気になる症状がある場合は、早めにかかりつけ医に受診し、夜間等に診察が必要になった場合は、上記の「当
番医」で受診しましょう。
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就
任
し
て
１
年
半
、
振
り
返
る
と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
、
昨
年
７
月
の
豪
雨
災
害
は
忘

れ
ら
れ
な
い
出
来
事
で
し
た
。
錯
そ
う
す
る
情
報
の
中

で
対
応
し
た
こ
と
を
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
記
憶
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
政
権
交
代
後
、
新
た
な
国
家
運
営
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
社
会
保
障
問
題
や
増
税
な

ど
、
こ
の
国
の
行
方
を
考
え
る
と
市
民
本
位
の
自
治
の

確
立
が
急
務
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
ま
す
。

　
さ
て
、
先
行
き
を
憂
う
日
々
で
す
が
、
面
白
い
話
も

た
く
さ
ん
舞
い
込
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
も
「
林
業
・
木

材
・
山
業
」
に
関
わ
る
こ
と
ば
か
り
。
林
業
を
主
要
産

業
と
す
る
日
田
市
に
と
っ
て
は
、
興
味
津
々
な
話
で
す
。

　
そ
の
中
で
、
私
が
大
変
興
味
を
持
っ
て
見
て
い
る
「
ヤ

ブ
ク
グ
リ
」
と
い
う
若
者
グ
ル
ー
プ
を
紹
介
し
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
は
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
木
材
関
係
者
、
観
光
関

係
、
雑
誌
の
編
集
者
、
画
家
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
市

外
・
県
外
関
係
者
も
多
く
い
ま
す
。
「
町
お
こ
し
は
、

若
者
・
よ
そ
者
・
ば
か
者
が
多
い
ほ
ど
成
功
す
る
」
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ヤ
ブ
ク
グ
リ
は
正
に
そ
の
典
型

的
な
構
成
で
、
既
存
の
価
値
や
過
去
の
風
習
に
捉
わ
れ

ず
、
自
由
闊
達
に
〝
木
〞
を
語
っ
て
い
ま
す
。
最
近
、

杉
の
突
き
板
で
曲
げ
わ
っ
ぱ
を
作
り
、
日
田
の
食
材
を

詰
め
込
ん
だ
「
き
こ
り
め
し
弁
当
」
を
企
画
し
た
そ
う

で
す
。
丁
寧
に
杉
板
で
作
っ
た
の
こ
ぎ
り
型
の
ナ
イ
フ

付
き
で
…
。

　
そ
の
他
に
も
様
々
な
分
野
で
〝
木
〞
を
媒
体
に
し
た

企
画
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ど
の
企
画
に
も
共
通
し
て
い

る
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
フ
ォ
レ
ス
ト
・
プ
ロ
ダ
ク
ツ
」
。

い
わ
ゆ
る
「
林
産
」
で
、
「
木
材
の
可
能
性
を
追
求
し
、

森
林
の
営
み
と
人
々
の
生
活
を
木
で
つ
な
ぐ
こ
と
」
を

考
え
、
推
進
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
可
能
性
の
追
求
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
も
新
し

い
可
能
性
を
模
索
し
、
挑
戦
し
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
職
人
の
後
継
者
の
育
成
を
目
的
に
、
１
年
前
か

ら
活
動
を
始
め
た
日
田
職
人
会
。メ
ン
バ
ー
は
11

人
で
大
工
、
板
金
、
左
官
の
職
人
や
ト
マ
ト
農
家
、

行
政
書
士
、
税
理
士
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。「
様
々

な
業
種
の
人
と
話
を
す
る
こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ
な

角
度
か
ら
意
見
を
出
し
合
え
る
の
で
面
白
い
で
す
」

と
話
す
の
は
、
代
表
を
務
め
る
左
官
職
人
の
原
田

進
さ
ん
。

　
土
と
触
れ
合
う
こ
と
を
通
じ
て
左
官
の
仕
事
を

知
っ
て
ほ
し
い
と
、
昨
年
は
小
学
校
の
児
童
ク
ラ

ブ
な
ど
で
、
土
だ
ん
ご
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
左

官
職
人
お
手
製
の
石
釜
を
使
っ
た
ピ
ザ
作
り
な
ど

を
行
っ
た
。ま
た
、月
１
回
開
催
し
て
い
る
住
ま
い

の
相
談
会
で
は
、
住
ま
い
に
関
す
る
質
問
に
職
人

な
ら
で
は
の
視
点
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い

る
。「
日
田
職
人
会
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
で
、
今

ま
で
巡
り
会
わ
な
か
っ
た
人
と
出
会
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。す
ぐ
に
成
し
遂
げ
る
こ
と
は
難
し
い

で
す
が
、
少
し
ず
つ
で
も
後
継
者
育
成
の
き
っ
か

け
作
り
が
で
き
れ
ば
」と
話
す
原
田
さ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
の
課
題
の
一
つ
は
、
情
報
発
信
。「
例

え
ば
、
古
い
家
の
土
壁
は
一
度
全
部
　
が
し
て
こ

ね
直
し
、も
う
一
度
同
じ
土
を
塗
っ
て
い
ま
す
。柱

は
傷
ん
だ
と
こ
ろ
だ
け
を
切
断
し
、
そ
の
部
分
だ

け
を
つ
な
ぎ
直
し
て
い
ま
す
。そ
う
い
っ
た
職
人

な
ら
で
は
の
技
術
を
写
真
や
映
像
で
伝
え
た
い
」

と
積
極
的
な
情
報
発
信
を
目
指
す
。

　
も
う
一
つ
は
、新
し
い
職
人
像
の
形
成
と
構
築
。

「
若
い
人
が
将
来
の
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
考
え

ら
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
を
作
り
上
げ
た
い
。ま
た
、

私
自
身
も
職
人
と
し
て
の
本
質
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
時
代
と
と
も
に
変
化
す
る
職
人
像
を
模
索
し

た
い
で
す
」と
意
欲
を
燃
や
す
。

　「
や
り
た
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。み
ん

な
で
話
し
合
い
な
が
ら
、
少
し
ず
つ
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
」。原
田
さ
ん
た
ち
が
描
く
新
し
い
職
人

の
姿
に
は
、
技
術
を
伝
え
る
思
い
と
若
者
へ
の
期

待
が
詰
ま
っ
て
い
る
。

石井町１丁目／原田 進さん

受
け
継
が
れ
て
き
た
技
術
を
後
世
に
残
す
た
め
に

すすむ

か
っ
た
つ




